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　寺田寅彦は、自然災害についての多くの箴言を残
している。そのうちの有名なものに、「天災は忘れた
頃にやって来る」がある。これは、彼の文章として
残されたものではなく、弟子で雪の結晶の研究で有

せいであろうか、むしろ近年は自然災害が忘れるま
もなく、次々にやって来ると感じられる。今年も日
本では多くの自然災害が発生した。地震災害では、

、 （最大震度６弱、 、

中部の地震は、ともに内陸の浅い地震で、とくに前
、

きわめて甚大な被害をもたらした。福島県沖の地震

うべき、海溝より陸側の正断層型の地震であり、本

出すなど、これも甚大な被害をもたらした。
　そもそも日本の国土は、地震、津波、火山噴火、
台風、洪水、土砂災害などさまざまな自然災害の多
発地帯である。そのために、平時において十分な準
備をしておかなければならないことは明白である。
しかしながら、熊本地震では活断層の存在は知られ
ていたものの、震度７をもたらす地震が立て続けに
発生することは想定されておらず、また、鳥取県中
部の地震を引き起こしたのは、未知の断層であった。
８月の豪雨災害は、観測史上初めて岩手県沿岸から
上陸した台風が、過去の記録を上回る大量の降水を
もたらしたことによる。このように、私たちの自然
に対する知識や経験は、まだまだ十分とはとてもい
えない状況にある。
　寅彦は、「ものをこわがらな過ぎたり、こわがり過
ぎたりするのはやさしいが、正当にこわがることは

なかなかむつかしい」（「小爆発二件」より）とい
っているが、将来、より正当にこわがることができ
るように努力を重ねていかなければならない。もち
ろん、ただこわがれば、それでよいわけではなく、
この箴言を現代の防災に当てはめるならば、自然災
害を正当に評価し、適切に対応せよということにな
ろう。適切な対応の中には、防災のハード対策とソ
フト対策が含まれる。これらの対策は相互に補完関
係にあり、その策定にあたっては、地域固有の自然
条件、産業構造、歴史、文化などに基づいた地域防
災の視点が欠かせない。
　ハード対策としてのインフラストラクチャーは、
例えば、洪水を防ぐための堤防、津波や高潮を防ぐ
ための防潮堤のように、ある特定の目的に対して建
設されるものである。これらは今後も重要な役割を
果たしていくであろうが、少子高齢化が進み、財政
的な制約も大きい中、地域固有の社会的特徴を生か
して防災対策を進めるためには、より一層の工夫が
必要である。その答えの一つとなるのが、グリーン
・インフラストラクチャーであろう。グリーン・イ
ンフラストラクチャーは、気候変動の緩和機能、洪
水の緩和等の治水機能、レクリエーションなどの機
能、生物多様性を豊かにする機能など多面的な機能
を有するとされており、これを実現するには、地域
全体を自然科学的にとらえるだけでなく、社会科学
的側面を含めて総合的に把握する視座が欠かせな
い。この取り組みにより、寅彦のいう「文明が進め
ば進むほど天然の暴威による災害がその劇烈の度を
増す」（「天災と国防」より）ことを軽減できるか
もしれない。
　いわて防災学教室は、今回をもって終了するが、
岩手大学地域防災研究センターでは、地域防災力の
向上を目指した活動を進め、防災に関するさまざま
な情報を発信していく予定である。
　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇
　【本紙編集局より】水曜日掲載の連載「いわて防
災学教室」は、本日が最終回となります。ご愛読あ
りがとうございました。


